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旨
 195ゴ年にHargitayand.Kuhnによつて発表された尿濃縮機構に関するCoun七e-
 rCUrren七理論はその后幾多の批判を受けつ㌧発展して来たが,これらr連の理論は髄質を
 単に1対のHenユe!sユOo1),1対のva日arectaと1本の集合管より成る単純なMod.e1
 に諭きかえて進められたものであった。しかし,.実際の髄質構造は上記Modelの単なる集合体
 ではなぐ,上記構成要素が複雑に組み上げられた特異な構造を示している。本研究は家兎腎を用
 いて,先ずこの髄質構築様式を正しく把握し,それを用いて現在問題の多い髄質内膚にむける尿
 濃縮機構を理論的に解析することを目的とする。
 家兎腎髄質に沿いて皮髄境界面に存在する全構成要素は髄放線を形成して乳頭先端に向い減少
 しているので境界面から等距離にある髄放線の各点は一つの面をつぐることになる。これは乳頭
 先端を原点にと鈎それから等距離の髄放線について考え.ても同じであるので以後は乳頭先端を
 原点として記述する。従ってそれら等距離面にむける髄質構成要素全体の構築様式をもつて髄質
 構造を把握することにした。そのためには先ず等距離面の面積変動様式を明らかにしなければな
 らないが,これは・等距証鷲上O集合管総数をもとめ評その面の単位面積中の集合箇数で除するこ
 とによって推定できる。その基礎となる集合管総数(Nc)は乳頭先端から皮髄境界までを含む
 連続切片標本を用いて乳頭先端に垂直な軸(中心軸)上のある点〔ξ1)より等間隔(△ξ)毎
 の集合管増加率(ai)を算出し,Nc(ξ1十i△ξ)=No〔ξ1)i垂↑aiによってもとめること
 ができた。従って等距離面の面積(s)はこの総数を同時にその面で算定された単位面積中の数
スサ
 ーユ1e2
 (Nc)で除鮒よい・即ち・sて〔彫郷)その得ら歓sの変動乳頭先端からの星団離
0.2ξ
 ξ需5㈱で増加の様式を異にしシξ≧5脇ではKを常数としてS=KX10であらわすこと
 ができたが野ξ〈5脇では推定値の誤差が比較的大きいため,ξ≧5甜初と同一の面積変動を示す
 場合とS=KXloa5ξ一a3とS=KXloa4ξ一a6とする場合のろ通りの値を設定し,こ
 れらによる濃縮機構の変動を検討することにした。この推定された面積sを用いた諸種の構成要
 素の算出にあたっては8を用いてもよいわけであるが,旦を用い後にKを乗じても同じであるかK
s_
 らi圖に冷ける値として推定した。また}その際に必要な単位面積中の各構成要素の算定には
 15x15碗の正方形の枠を設けた七racingpaper上に標本中で各要素がほyその走向に
 直病に切断されて為る二部分につき5～狛視野を選んで拡大投影描画しン上記の区劃内の夫々を
 数え平均し,単位i面積中の数に還元しブ6'6ン葡)但しHen■3'8100pと▽asarectaの
 場合,それらを個々に識別するには強拡大を要すろためその糊鍔に含肩!れろ集合管の占める面積
 の影響を除外する意味でン集合管面積を除いた単位面積中の数をもつてあらわすことにし,更に
S
 Henle'8100P・▽asarectaとも係蹄を形成するものとしてπ面にむける総数の音をもと
 めた。また,集合管1箇の平均面積〔S)は各面毎に描画した集合管群から10箇選び内腔を含 
 めた酵をPユa伽一によって讃1胤,平均した・舗簸素総数(聖貴かh,塞岬
 s_1-1一丑鉱
 騒と詳位酬鴨の各構鱈素馨(N・ヴ㌔7叩弩よつ璽轡る・肺一1)ド
 N・・P2)云》7Nh・π〔1.一Nc・Sc)?5)壺Nv婁Nゼπ(活一Nc・Sc)これ
 らの結果を知の躰に測る齢を対数座標として縦軸に訊頭先端莇唖離(ξ)を囎
 にとって半対数グラフに描くと何れも等距離面の面積変動と同様にξ需5朋で増加の様式を異に
 する2つの部分に分れることを示し3その上この例では.Hgnle'8ユoopはξ匙5膿で再度回帰
 係数値を変.えている。これが家兎腎のHenle,8100Pに特肩なものか否かは今後の研究にまた
 なければならない。また,等距離面上の間質面積〔1)の計測においてもHen■e,8100P数,
 Va8arecta数の算定のときと同様な問題があ蛎且つFその形状が複雑なためPlanime一一
 七erでは誤差が大きぐなるので上記の七racingpaperから集合管を切りぬいた紙重量と
 間質のみの紙重量との比から集合管を除いた単位面積中の間質の占める面積比(1%)を算出
 
 し,飾陣ける髭もとめ(妻一箸(傾。・膏。)・エ.),更に全面榔に対する鞭面靴
 1一一
 (Ib%)をもとめた。1百=“一No.Sc)Ia=Ib)その結果乳頭先端からの距臨に関係な
 くエbは約35%の極めて一定した値を示した。集合管内周(Lc),Honle㌔IOO聾内周(醸)
 とV酬argc七a内周(Lv)については先に描画した材料を用いて糸をはりつけてその長さを計
 測したが,乳頭先端からの距離ξの増加に伴いLcはその長さを減じ,半対数座標で直線回帰を示
 臨やL▽晒の嫡に係わらず殆んど一定のf直であ茨・以上瀬繊麟綴礫定は前述
ロ
 の如(量面で行つ勘㍉Kの推定は次のようにした。即ち・ぼぼ体重の等しい家兎を用いて皮髄境
 界面の面積(Sc_m)と随質の体積をもとめ,その結果とV一∫81ξldξからKを大凡59と推定できた。
 最后に7これら、d詮{構成要素の推定値を購い,億質内層におけるHonle,〔{100pとVaSa
 rec七alτtGoun七erCurren七exchangerey8七elnと1.てi、カぐとみなし.,集合管に
 Naac七i▽e七ran$POr七を仮定1、て,構成融業の全休が・直質内外層境界から乳頭先端に
 向う伝て度勾配(Nae!)の形成に与る除の平衡状態における微分方程式をもとめ,12箇の未定
 関数に対t.て12箇の微分方程式を誘導し得た。これらは未定関数の初期条件が決定され、ぱ解
 (ことができ,従って,,届i負血流量や問質面積等の変動による尿濃縮機構の動態を推察すること
 が可能になる。
}
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 審査結果の要旨
 尿濃縮稀釈機構に関するooun七ercurmn-t理論は従来1腎実質を一対ゐHenエe'sエoop,
 vasarecta,集合管より成る簡単なモデルにつき誘導されたものである。しかし腎髄質は諸構・
 成要素が一定の規則正しい構築上の原則に従って組上げられたものであるもので,この様な簡単な一
 モデルでは処理することがてきない。著者は髄質濃縮機構の理論的解析に利用し得る彩で髄質構造
 を把握することを目的として,髄質内層の組織計測的研究を行っている。家兎腎につき'連続切片標一
 本を用いて乳頭先端からの距離(ξ)に対する乳頭先端より皮髄境界面に向う等距離面σ)面積{S)
 の変動様式をその面上の集合管総数と単位面積中の集合管数を基にして推定し{s=KX萄αξ),
ゴノ
 そのπ面に冷ける諸種の構成要素量1集合管総数,Henle8100p総数,▽a3arec七a総
s
 数むよひ間質面積比)を面積(π)と単位面積中σ)各要素数より算出し,また別途に集合管,
 Henle6100p,vasareG七a夫々の内周と常数Kの値をもとめ,総合的に腎髄質構築様式
 を推定している。更にこれら構成要素の推定値を用い集合管.にNaのαc'巨vetrαnSPor'も
 を仮定するのみてシ変動する構成要素全体が髄質内外屠境界から乳頭先端に向う濃度勾配lNaG勾
 の形成に与る際の平衡状態に掛ける微分方程式をゴ2箇の未定関数に対して12箇誘導し,夫々の一
 夫定関数の初期条件が決定されれば解き得ることを示している。
 従って本論分は腎髄質構築様式を決定することにより多角的な面{腎髄質血流量,問質面積等の
 変動等)から髄質内層における尿濃縮機構の理論的解析を可能としたもので,充分学位授与に値する:
 とした。
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